




















































































































力」指標レベル 1 から 8 項目設定、「できた」「まあまあできた」「あ
まりできなかった」「できなかった」の 4 段階尺度で評価、3 年間
を比較した。
【結果及び考察】変化が見られた項目は「自分の考えや意見の発言」
「自己研鑽」の 2 項目であった。外来と病棟で差が見られた項目は「看
護実践」「評価の活用」「自己研鑽」の 3 項目であった。自由記載で
は年度を重ねるごとに「タイムリーなテーマ設定で勉強になった」
「取組み課題や内容の絞り込みができた」「課題達成型の運営で成果
をはっきり残せた」と前向きな回答がみられた。
H23 年度に導入した小集団活動の手法は、テーマ決定から成果発表
まで、全係長が当事者となり課題を議論、集団の意思決定を行動化
へつなげた。今後も係長が主体的・前向きに参加し、何らかの成果
を自律的に獲得する意識を醸成するよう、客観的評価を続けてゆく。
